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雪消月 

ゆ
き
の
灯
り 

１
月
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」
は

２
回
開
催
さ
れ
、
元
気
よ
く
１

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

□
蒟
蒻
作
り
教
室 

 
 

 
 

 

（
１
月
１４
日
） 

 

赤
木
健
二
先
生
の
指
導
で

「
蒟
蒻
作
り
」
に
挑
戦
し
ま 

 

し
た
。
手
作
り
の
丸
い
プ
リ

プ
リ
の
蒟
蒻
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。 

□
お
茶
教
室
⑤ （

１
月
２８
日
） 

 

小
田
緑
先
生
と
神
石
高
原

町
女
性
会
油
木
支
部
の
皆

さ
ん
の
指
導
で
、
新
春
「
初

釜
」
の
盆
手
前
の
作
法
を
学

び
ま
し
た
。 

 
 

      

 

１
月
３１
日
（
火
）、「
令
和
３
年
度
広
島
県
教
育
賞
（
地
域
文

化
団
体
表
彰
）」
を
受
賞
さ
れ
た
「
油
木
神
儀
保
存
会
」
を
代
表

し
て
、
宇
賀
拓
郎
油
木
神
儀
団
団
長
が
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
さ
れ
、
表
彰
状
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
地
域
行
事
自
体
も
こ
こ
数

年
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
く
従
来
の
姿
に
戻
り
、
盛
大

な
「
祭
」「
神
儀
奉
納
」
が
復
活
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

１
年
遅
れ
の
受
賞
披
露
と
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

                  
 

貴重な文化財を次代に残すことは、地域に誇りをと愛着

をもたらし、地域共同体に果たす役割も大きい。 

生涯学習の地域社会における効用 

○学習を通じての絆（仲間づくり）ができ、地域の連帯 

感が醸成される。 

○学習によって文化的・経済的な向上、地域の教育力の 

活性化などがもたらされる。 

○学習によって社会参加意識が高まる。 

 

「生涯学習社会」とは、生

涯のいつでも、自由に学習

機会を選択し学ぶことがで

き、その成果が適切に評価

される社会を言います。 

  

 

年
末
年
始
の
「
油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」「
油
木

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
に
し
か
わ
」
の
玄
関
に
は
、
１１

月
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」
で
作
っ
た
「
し
め
縄
」
が
飾
り
付

け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
形
で
「
学
び
の
成
果
が
活
か
さ

れ
る
」
こ
と
が
、
学
習
者
の
自
信
・
意
欲
等
、
ま
た
、
指

導
者
の
生
き
が
い
・
や
る
気
・
充
実
感
の
向
上
等
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。 

                        

 

 

「油木神儀保存会」の令和３年度広島県教育賞受賞（地域文化団体表彰）については、

令和４年１１月２１日付で神石高原町ＨＰにも紹介されました。 

 

１
月
１５
日
（
日
）、
市
場
地
区
の
「
と
ん
ど

行
事
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
か
な
か
明
る
い
話
題
が
少
な
い
状
況
で

す
が
、「
無
病
息
災
・
家
内
安
全
・
笑
門
来
福
」

等
、
様
々
な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
炎
は
、
勢
い

よ
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。 

 

「
手
洗
い
の
徹
底
・
マ
ス
ク
着
用
・
換
気
」 

等
の
基
本
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
、
困

難
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

１
月
１４
日
（
土
）、
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
に

お
い
て
、
土
居
光
さ
ん
（
三
和
：
小
畠
）
の
「
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
（
１
月
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
図
書
館
の
令
和
４
年
度
の
企
画
と
し
て
毎
月

第
２
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
土

居
さ
ん
に
よ
る
お
し
ゃ
べ
り
や
楽
器
の
体
験
演
奏
、
ま

た
、
参
加
し
た
小
学
生
が
歌
う
「
あ
り
が
と
う
の
輪
」
の

伴
奏
等
、
楽
し
い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。 

 

土
居
さ
ん
は
、「
音
楽
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
で
は

な
く
、
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
音
楽
は
楽
し
め
ま
す
。
楽

し
い
音
楽
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
音
楽
が
好
き
で
何
回
も
コ

ン
サ
ー
ト
に
来
て
い
ま
す
。
来
る
度
に
益
々
歌
う
こ
と
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
が
楽
し
み
で
す
。
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 

「
図
書
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
３
月
ま
で 

開
催
予
定
で
す
。 

詳
細
は
、
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
ま
で
。 

（
☏
８２‐

２
０
０
２
） 

 

 

 

参考：北海道教育委員会 
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いじめや不登校につながる悩みなど、子どもが心の問題を抱えたとき、それは、しばしば身体的なサインとなって現れます。サインに気付いたら、病気だと 

心配するだけでなく、心の問題が背景にないか考えましょう。「気のせいだ」「わがまま」「ズル休み」というような言葉で片付けず、様子をよく見て、話をよ

く聞き、理解しようとする姿勢が大事です。 

■心理的な問題によるサインの例 

身体：腹痛・吐き気・下痢・食欲不振 

めまい・動悸・頭痛・発熱・夜尿 

倦怠感 

行動：過食・拒食・不眠・ヒステリー 

万引き・盗み  薬物使用 

酒・たばこ     

－子どものサイン－（参考：鹿児島県教育委員会社会教育課「かごしま家庭教育ナビ」） 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                                                           

                                                       

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   ☆地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

子どもは愛されていると感じるとき、安定した気持

ちで問題に立ち向かうことができます。 

 

 

 

 

 

１１
月
１３
日
（
日
）
の
レ
ッ
ス
ン
を
最
後
に
、

令
和
４
年
度
の
「
ス
カ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン
（
全

５
回
）」
が
終
了
し
ま
し
た
。 

 
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
「
広
島
県
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
影

響
で
途
中
中
止
と
な
っ
た
だ
け
に
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
最
終
回
ま
で
心
地
よ
い
汗
を
流

す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
（
参
加
者

数
：
延
べ
８９
名
） 

 

郡
司
孝
一
先
生
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
「
ス
カ
ッ
シ
ュ
レ
ッ

ス
ン
」
に
は
、
神
石
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
（
神
石
高
原
学
園
）
の
先
生
が
数
回
親

子
で
参
加
を
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
レ
ッ
ス
ン

と
は
別
に
９
月
に
は
ス
ク
ー
ル
の
４
・
５
年

生
児
童
、
９
月
以
降
は
日
曜
日
を
利
用
し
て

ス
ク
ー
ル
の
先
生
が
何
度
か
「
ス
カ
ッ
シ
ュ
」

を
体
験
す
る
た
め
に
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

油
木
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
神
石
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
神
石
高
原
伝
え
る
ネ
ッ
ト
」
が
「
農
業
体
験

活
動
」
に
お
い
て
地
域
と
の
交
流
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、「
ス
カ
ッ
シ
ュ
」
を
き

っ
か
け
に
、
今
後
は
「
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
」
を
通
じ
て
も
交
流
が
発
展
し
て
い
け
ば

良
い
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
石
高
原
つ
た
え
る
ネ
ッ
ト
」
と
「
神
石
高
原
学

園
」
は
、
令
和
３
年
３
月
に
伝
統
文
化
継
承
・
体
験
学
習
等
の
交

流
連
携
に
係
る
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。 

令
和
５
年
も
「
田
植
え
」
「
稲
刈
り
」
等
の
交 

流
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

事
務
局
（
赤
木
俊
二
さ
ん
） 

 
 
 
 

☏
０
９
０‐

７
５
０
８‐

０
５
９
７ 

 

 

日時：令和５年３月３日（金）１３：３０～１６：００ 

講師：若林佐都子先生  場所：にしかわ  定員：６名 

※詳細は油木協働支援センターＨＰ・１１Ｃｈでご確認ください。 

お問合せ・申し込み 油木協働支援センター ☏ ８２－０７０１ 📠 ８２－２２２８ 

 

４・５年生のスカッシュ風景（R4.9） 

開館  毎週 月・水・金（祝日・休日は閉館） 

時間  11:00～19:00（入場無料） 

油木協働支援センター分室「にしかわ」 ☏ ８１－０３０９ 

開館日以外   油木協働支援センター ☏ ８２―０７０１ 

 

 

ＪＩＮ（神） 

プレミアム認定 

 

お問合せ：油木協働支援センター ☏８２－０７０１/「にしかわ」 ☏８１－０３０９ 

「にしかわ」で、学習の成果や趣味・コレ

クションの展示発表をしてみませんか？ 

過去の展示については、油木協働支援センター 

HP にて紹介しています。是非、ご覧ください。 

日時：令和５年３月６日（月）１３：３０～１６：００ 

講師：門田茜先生 場所：油木コミュニティセンター 定員：１０名 

※詳細は油木協働支援センターHP・１１Ch でご確認ください。 

お問合せ・申し込み 油木協働支援センター  

☏  ８２－０７０１  

📠 ８２－２２２８ 

  
 

 

 

 

 
対象：油木協働支援センター地区内の５反以上の農家・法人 

          （田畑の畦畔（法面）の使用に限る） 

助成金：１農家又は法人に対して上限５万円（補助率５０％） 

    お問合せ・申し込み 油木協働支援センター 

     ☏ ８２－０７０１  📠 ８２－２２２８ 

 

「
油
木
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

心
温
ま
る
話
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

 

場 所  油木コミュニティセンター２階ホール（定員５０名） 

（開場 １３：００  開演 １４：００） 

入場料 １０００円  当日来館者限定シングルＣＤプレゼント 

※入場チケット受付開始  ３月１日（水） １０：００～ 

－主催：油木協働支援センター文化イベント部－ 

※詳細は油木協働支援センターＨＰ・１１ｃｈでご確認ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょうさい 


